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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・新しい糸モップが届き、替えています。

・勉強会について

　日時：1/28（火）17：30～

　テーマ：「ＰＥＧの基礎知識と半固形化栄養」

　講師：（株）大塚製薬工場　OS-1　事業部　仙台支店　喜田様

　場所：未定（参加人数により検討していきます）

　※どの職種でも参加は可能です。

参加される方は、1/21（火）までに、東SGMへメールにて連絡ください。

・身体拘束マニュアルを改正しています。

当院において、下記にあたる場合は、精神保健福祉法に関する身体拘束の扱いにはならないこととなります。
①点滴療法実施の為のミトン着用等､生命維持に必要な医療行為の為の抑制

②転倒防止の為の体幹ベルト着用等､身体安全保護の為に行われる､短時間の抑制（※ただし､24時間の抑制の場合は､精神保健福祉法に関する身体拘束の扱いとなる）
③車椅子からの転落防止を目的とした安全ベルトによる固定を行う場合
　みなさん、周知お願いします。

・病棟の暖房について

　ホールは今まで通り、5時～20時まで、病室については、夕方は17時～21時までとなっていましたが、入浴後の事などを考え、16時～21時までにしたほうがいいのではないか、との意見が出ていましたので、庶務と相談をし変更する予定です。

・オンコール、日勤チーフ変更のお知らせ

　【オンコール】

　1/25（土）上口SGM→佐々木AOM

　1/26（日）上口SGM→佐々木AOM

　【日勤チーフ】

　1/26（日）上口SGM→相馬JGM

・疎遠家族担当より

　エクセルシートへの入力が終りました。北病棟の疎遠エクセルシートは、看護課共有→看護G事業→治療プログラム→家族関係→疎遠家族のフォルダに収納されていますので、修正や見直しをしたい方はそちらにお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・古川　富蔵様～本日、ハップスター１パック（5枚入り）を処方しています。

＜注目患者様NCP評価＞

・小笠原　禮子様～本日、カロリーメイトとお菓子を摂取しています。体重は32kg前後で、経過しています。発熱はなく36.0℃で、熱が上がらなければ午後に入浴する予定です。日中は、長時間でのトイレ篭りがみられていますので、引き続き、ホールで過ごす時間を増やし、様子をみていきましょう。

1/22（水）の日赤病院受診について、胃カメラを行うとの事で、1/21（火）21時から絶飲食となります。1/22（水）朝食後薬の服用については、主治医へ確認お願いします。

・三上　勇様～本人より、午前のリハビリテーションに参加すると話され、午前の活動に参加しています。プログラム中は、見学し過ごされています。病棟に戻る際、西病棟から東病棟の階段を降りる際、フラつき見られています。

　　　　　　　　レントゲンを施行し、その結果、骨折の所見はないとの事です。現在湿布で対処していますが、腰を庇うようになったり、痛みが酷くなるようであれば、痛み止めの薬で対処する事を、先週の診察で話されています。現在は必要はないと思われます。

　　　　　　　トイレ使用時は、あまり和式のトイレを使用せず、洋式のトイレを使用するよう声を掛けていきましょう。土曜日にはベッドの起き上がり方など体位移動の方法について指導しています。

・滝澤　久江様～1/18（土）にグリセリン浣腸120mlしています。本日、食後の運動のあと、洋式のトイレに入り、腹圧をかけ排泄しています。少量の排便確認しています。

　　　　　　　　排泄をする際は、洋式のトイレを使用し、腹圧をかけて排泄するように促していきましょう。

・稲垣　恵利子様～1/19（日）、外泊より帰院されています。外泊中は、十分な睡眠をとることが出来、妄想に左右された言動はなかったとの事です。外泊後は、外出・泊に関する訴えなく、落ち着いています。引き続き、状態を観察し、病棟生活を送れるようみていきましょう。

＜週間予定＞

1月20日（月）デスクトップ統一化

　　22日（水）リネン交換

　　　　　　　看護グループ研修

　　23日（木）嗜好調査

　　24日（金）モップ外し

　　　　　　　　歯科受診（滝澤久江様）

＜ナイトプログラム：ミーティング＞

第3週目→「オリンピックについて」

第4週目→「日常生活を送っていくうえで、困った事はありますか？その時は、どのように対処していくか？」

＜勉強会＞

・勉強会「リーダーシップ、メンバーシップ」を実施しています。

「リーダーシップ・メンバーシップ」

　日常業務の中で、リーダーやメンバーという立場やリーダーシップという言葉を

意識する機会はあるか？

　リハプロ場面でのリーダー、メンバーの役割はある

　業務としてみれば、時間配分をどのようにするか、何にどのくらいの時間を費やすのか？

　など考える事はある。

　実際の業務を判断する部分とリンクするが、内面的に働くものはないのか？

　→メンバーとの関係の中にいるので、今日のスタッフは最後までいてくれるのかなど

　　考える事はある。

　　クリスマスのリーダー（総括）は、初めての機会となった。

　　成功させなければ行けない

　　まとめなければいけない←そのために早めに役割分担などを行った。

　　初めての体験からの学びも大きく、スタッフ連携という部分は考える機会となった。

　　※考える機会になったこの事こそが「シップ」の部分になる。

　　　～のために自分の役割を果たす内面の動きがリーダーシップ

　　色々な行事を「サポート」してきた

　　　　　　　　　↓

　　　与えられた自分の業務範囲を確実に責任持って遂行する、シップの世界

　　　業務やチームは集団の中に属し、その中の個々が自分の役割を担っていくことが

　　　メンバーシップであり、リーダーシップである。（リーダーだけが、リーダーシップ

　　　を取ると言うものではない）

　　今日は何があるのか

　　スタッフ全体は動けているのか

　　皆が見ている事を確認していくのか

　　受け持ちの考える患者様ケア内容を、みんなの考えと照らし合わせていく

　　その役割遂行の行為も、リーダーシップである。

　　スタッフ一人一人が集団の中でとる、自分の役割遂行のプロセスが、リーダーシップである。

　　　　　「リーダーシップ・メンバーシップ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H26・1・20カンファ勉強会資料　　

東　和弘

　　リーダーシップ3つの常識

1 リーダーシップはトップのものである

2 リーダーシップはパーソナリティーである

3 リーダーシップは対人影響力である

　トップに限らず組織に存在する人間が、今何をすべきかを考え、周囲に働きかけていく事→その結果、組織が共有化され組織全体を動かしていく時に目指す方向が確立されていく。

　リーダーのとれる地位や立場、リーダーにふさわしいパーソナリティーを持っている

　ではなく、何とかしなくてはならないと思う一人一人の気持ちの中のリーダーシップが

　大切である。

　役割としてのリーダーシップ

　個人としてのリーダーシップ

　　共通して言えるのは、その人が自分の役割を責任もって達成しようとする時に、自分

　　の裁量内で完結しようとせずに、自分の裁量を越えて、人に働きかけて結果を出して

　　いく過程である。

　リーダーシップはリーダーだけのものではない

　　私たちはチームを組んで仕事をしている。効果的に効率よくチームが機能するために　　

　　は、チームワークとリーダーシップの問題は避けられない。チームワークやリーダー

　　シップは、チーム内のリーダー一人だけが担う「役割」ではなく、チームメンバーの

　　誰もがそれぞれの立場や役割を果たす事でできる機能である。

　メンバーシップとは

　　集団に属するメンバーが各自の役割を果たすことで、全体に貢献することである。

　　自分の仕事を確実に遂行する　他のメンバーに協力する　面倒な仕事は進んで受ける

　　→組織が上手く機能するのは、お互いの立場や抱えている業務を理解する

　　　仕事をしていることの建設的に相手を理解しようとする意識。






